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内容 

この論文は最近注目の話題である「準惑星」の一つ「Eris」の質量に関して観測及び報告している。 

 冥王星は、パーシヴァル・ローウェルによってその存在が予想され、1930 年にクライド・トンボー

によって発見された。以来、惑星と定義されてきたが、1992 年に外縁天体(1992 QB1)が発見されて以

降、冥王星と似た大きさの天体が続々と発見され始めた。その中でも Eris(2003 UB313)は、冥王星より

わずかに大きく、惑星の定義を再検討させる要因となった。そしてついに 2006 年 8 月、国際天文学連

合 (IAU) 総会で、「dwarf planet」（準惑星）に成り下がってしまった。 

そこで、本論文ではこの Eris に関してその重さを測定した。推定手法は Eris の衛星である Dysnomia

がケプラーの法則に従っているとしてそれぞれの重さを調べた。観測手段は Keck Observatory laser 

guide star adaptive optics (LGS AO) system と Hubble Space Telescope (HST)を用いた。 

図 1 はその観測結果である。様々な手法を用いてフィッティングを行った結果、Eris-Dysnomia の重

さは 1.66 × 1022 ± 0.02 × 1022 kg(ここでは Dysnomia は Eris に比べ小さく無視できる)とわかり、Eris

は Pluto の重さよりも 27%程度重たいことが判明した。これにより現在発見されている外縁天体の中で

最も質量の重たい天体であることも明らかとなった。一方で、Eris の構成要素を推定するために、今回

測定した重さと、これまでに測定された大きさから、天体密度を推算した。天体サイズを測定する手法

には、間接手法(IRAM radiometric measurement)と直接手法(ハッブル望遠鏡を用いて)があり、それ

ぞれ Eris の直径は 3000 ± 400 km、2400 ± 100 km とされている。これから密度を推定すると、それ

ぞれ 1.2 ± 0.6 g cm-3, 2.3 ± 0.3 g cm-3となる。他の外縁惑星は 2 ～2.6 g cm-3程度の密度を有しており、

それから考えると、後者による観測が適しているといえる。また、そうであるなら、Eris は 70%程度岩

石から構成される天体である。 

持論 

 遠くにある天体のサイズなどの観測や測定は非常に難しく天王星や海王星の密度は Eris の間接手法

による観測に非常に近い。そういった点で、簡単には構成組成を決めることが出来ない。 

 
図 1 Eris の衛星軌道を回るディスノミアの観測

データ。＋は実際の観測点。大きさは観測誤差。

○は予測点。中心の●は Eris。大きさは 10 倍。 
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表 1 ディスノミアのパラメータなど 


